理科（第2分野上）学習指導案

日　　　時　　　平成18年6月13日　第4校時（11：50～12：40）

学　　　級　　　○○○○高等学校・中学校　1年A組32名

指　導　者　　　

指導教官名　　　○○　○○　　　印
単　　　元　　　葉のつくりとはたらき

使用教科書　　　中学理科2分野上　東京書籍

問　題　集　　　まとめノート　受験研究社
１、単元目標

身近な植物の実験・観察を通じて植物の体のつくり、はたらきを理解するとともに、実験・観察の技能を修得する。

２、指導計画

葉のつくりとはたらき

第1時　養分をどのようにしてつくっているのか

第2時　ミントの葉を用いた光合成実験

第3時　養分のゆくえ・植物は呼吸をするのか

第4時　光合成・呼吸まとめ（本時）

３、本時の目標

「まとめノート」を用いて、光合成・呼吸といった植物のはたらきの復習をするとともに植物についての理解を深める。また同時に演示実験で用いたBTB溶液、石灰水の性質を理解する。
４、注意点

　演示実験を行いながら問題を解いていくため、時間配分に注意する。また演示実験における反応の様子は黒板に書いておき、生徒がそれを見ながら問題を解いていけるようにする。演示実験では炭酸ナトリウムなどの試薬を使用するので取り扱いに注意し、安全に作業が行えるようにする。解答・解説では生徒が分かりやすいよう、黒板にまとめノートの内容を簡単に書いて説明する。また「まとめノート」を忘れてしまった生徒のためにコピーを用意しておく。
５、クラスの様子
　省略
	本時案

	過程
	時間
	学習活動・内容
	教師の指導、支援・注意点
	評価

	導入
	3分
	・前時までに学習した内容を確認する。

・本時の内容「まとめノート」の確認（ページ・問題番号）
	・前時までに学習した内容を説明する（生徒に簡単な質問）。

・本時の作業について説明する（ページ・問題番号）。

※まとめノートを忘れた生徒にコピーを渡す。
	・積極的に発言できているか。
・まとめノートを持参しているか。

	展開①


	16分
	・BTB溶液の変化の演示実験

※BTB溶液（緑）を入れた試験管を2本用意する。一方には息を吹き込み、もう一方には水酸化ナトリウムを入れる。
・P14の問題１を解く。

・答え合わせ（自己採点）。
	・色の変化を見せ、BTB溶液について理解させる（水酸化ナトリウムは劇薬であることを説明し、教師が扱う）。黒板に酸性・中性・アルカリ性のときのBTB溶液の色を図を用いて簡単に書く。
※息を吹き込むのは生徒が行う（1名）。

・問題1を時間内に解くよう指示（④については前々回のプリント「光合成の発見」を見ても良いということを指示）。

※時間4分
・生徒の様子を見て回り、終わった生徒は見直しをするよう指示。
・１問ずつ生徒に当て、黒板に書いた図を用いて説明する。
	・実験に積極的に参加し、意見を述べているか。
・問題に取り組めているか。

・正しく理解できているか。

	展開②
	14分
	・石灰水の変化演示実験

※石灰水を入れた試験管を2本用意し、片方に息を吹き込む。2つの試験管をよく振り、変化を見る。

・P15の問題１を解く。

・答え合わせ（自己採点）。
	・2つの試験管の違いを見せ、石灰水と二酸化炭素の反応について理解させる。

※息を吹き込むのは生徒が行う（1名）。

・問題１を時間内に解くよう指示。

※時間4分

・生徒の様子を見て回り、終わった生徒は見直しをするよう指示。

・１問ずつ生徒に当てる（答えのみ黒板に書く）。
	・実験に積極的に参加し、意見を述べているか。
・問題に取り組めているか。

・正しく理解できているか。

	まとめ
	17分
	・P13問題１を解く（時間があれば問題２も）。

・答え合わせ（自己採点）。


	・問題１を時間内に解くよう指示（終わった生徒は問題２を解くよう指示）。

※時間8分

・生徒の様子を見て回り、分からない生徒には前回の実験レポートを見るよう指示。

・問題１については答えのみを黒板に書く。問題２は「まとめノート」の図を黒板に書いて説明。
	・問題に取り組めているか。

・正しく理解できているか。
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